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空間線量率は約20％まで下がったので少
し良くなったと感じるかもしれないが、土壌
中の放射能はそれほど減っていない。
放射性セシウム（合算値）は40％弱まで
減ったが、半減期30年のセシウム137は約
80％弱残っている。今後は、30年で半分に
しかならない。

線量率が大き
く下がったの
は、エネル
ギーの高いガ
ンマ線を放射
するCs-134が
減ったから



森林からのセシウム137の流出



土壌放射能汚染調査は、政府、地方行政がやらないのなら、市民自らがやるしかない

増補版を合わせて2万部発行！
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調査期間：2012年～2017年





「だまっ
ちゃおれ
ん訴訟」

• 避難者損害賠償訴訟愛
知・岐阜1審不当判決を
受けて、控訴審では7家
族23名が被曝による不利
益を訴える独自弁護団を
擁して立ち上がった。

原発事故避難者損害賠償訴訟愛知・岐阜（だまっ
ちゃおれん！訴訟 at 名古屋高裁）の原告支援とし
ての避難元汚染調査



20200617空間線量率（車中計測・1 ｍ高の線量に換算）
南相馬市から国道6号線を南下ーJR富岡駅から県道36号（山麓線）を南
相馬市まで車載計測 0.04-5.31 µSv/h

帰還困難区域を貫通する国道6号線と県道36号線は、車の通行が許されている
が、すさまじい汚染状態である。原告が避難元に居住すれば必ず通る道である。

福島第１原発

国道と県道はそれぞれ時速70km、50km走行のため細かなホットスポットは拾い切れていな
い。歩行測定なら3～4倍高線量率ホットスポットをとらえることができるものと思われる。



HSFによる空間線量率（ 1 m高、要所5 cm高）

20220402  福島市渡利 弁天山公園
0.05－0.42 μSv/時 (5 cm最高値 0.72 μSv/時)



20191115
HSF空間線量率
(徒歩、1 m高）

伊達市立松陽中学校周辺
伊達市保原町

0.05-0.43 (⇓）μSv/h

2011/3/11 17289 82.1 チェル法退去
2012/3/11 14597 69.3 チェル法退去
2013/3/11 12614 59.9 チェル法退去
2014/3/11 11142 52.9 チェル法移住権
2015/3/11 10038 47.7 チェル法移住権
2016/3/11 9200 43.7 チェル法移住権
2017/3/11 8553 40.6 チェル法移住権
2018/3/11 8045 38.2 チェル法移住権
2019/3/11 7638 36.3 チェル法移住権
2019/12/6 7386 35.1 チェル法移住権

遡り年月日
遡り日合
算値
(Bq/kg)

面積当た
り放射能
(万

Bq/m2)

チェルノブ
イリ法
参照

正門前の土手で採取した土壌測定結果

子どもたちが通学する予定だっ
た中学校周辺

特措法指定廃棄物基準(8000Bq/kg)超過、
放射線管理区域(4万Bq/m2)基準超過



事故から1年後に食品基
準は100Bq/kgになって
今日に至っている。
年間内部被ばく線量
1mSvで設計された基準
である。
公衆の被ばく限度年間
1mSvは、外部被ばくと
内部被ばくとの合計値な
ので、まだ過大な基準で
ある。
少なくとも半分ないしは
10Bq/kgにすべし。

生協や産直グループなどには
自主基準あり







厚労省集計データのゆがみ（委託運営管理：国立保健医療科学院）

2012年4月以降、2019年12月25日までの食品検査は約235万件。
出典：食品中の放射性物質検査 http://www.radioactivity-db.info/

食品検査の8割は「畜産物」の測定！
内99.3％が牛肉の測定！！

※2012年以降のデータベー
スである理由は、100Bq/kg
の新基準からのため。



出荷制限は穴だらけ
土壌汚染地図と合わない





イノシシ
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高止ま
り！

2012年～2018年



福島県における自治体施設による持ち込み食品検査結果

山菜・キノコ
の50Bq/kg
超過率下が
らず

検査検体
数は激減
している
が・・・



事故後12年、しびれを切らした人々がキノコ・山菜を食べ始めて
ているという情報が流れてくる。ネット購入で多くの汚染食品が売
買されている。

WBC（ホールボディーカウンター）による内部被ばく測定結果事例



2020年ネット購入野生キノコ類放射能調査結果
みんなのデータサイトのプロジェクト



2020年ネット購入野生キノコ類放射能調査結果



みんなのデータサイト 2022測定キノコプロジェクト
野生キノコの菌種別放射性セシウム濃度測定結果

＊1 検出下限値以上の濃度（最小値は0.6 Bq/kg）を示す件数
＊2   検出下限値未満は「0」とした。
＊3 菌根菌のうち2件の乾燥キノコは生換算値を用いた。
＊4 名称不明、雑キノコ等で、菌種不明

キノコの測定件数は106件で、88％（93件）に放射性セシウム
が検出されました。そのうち、食品基準値を超えたキノコは25件
（24％）でした。キノコを菌種別に分類すると、菌根菌が72件
（68％）、腐生菌が28件（26％）、名称が特定できず菌種不明が
6件（6％）でした。菌種別の基準値超過は、菌根菌が22件
（31%）、菌種不明が3件（50％）で、腐生菌に基準値超過は見ら
れませんでした。今回も、菌根菌の方が腐生菌より放射性セシウ
ム濃度が高い傾向にあることが明らかで、2020年からのプロジェ
クトと同様の傾向を示しました。

菌種 件数 検出件数 検出率
（％）＊1

最小値
（Bq/kg）*2

最大値
（Bq/kg

）

中央値
（Bq/kg）

食品基準
超過件数

食品基準
超過率（％）

菌根菌 *3 72 66 92 0.0 3252 24.3 22 31 

腐生菌 28 23 82 0.0 89 8.8 0 0

不明 *4 6 4 67 0.0 340 107 3 50 

合計 106 93 88 0.0 3252 17.8 25 24

腐生
菌

26%

菌根
菌

68%

不明
6%

菌種別件数比率
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みんなのデータサイト 2022測定キノコプロジェクト
野生キノコの放射性セシウムの濃度分布図

食品基準値100 Bq/kg
を超えたキノコ

放射性セシウム濃度が検出下限値（0.6～16.3 Bq/kg)以上のキノコは93件で、うち25件は食品基準値を超えていま
した。現在は、放射性セシウムのうち半減期の短いセシウム-134が事故直後の百分の2まで減少しています。セシ
ウム-134が検出された20件は明らかに福島原発事故の影響を受けているといえますが、半減期の長いセシウム-
137のみが検出されたキノコは過去の大気圏内核実験の影響も、福島原発事故の影響と共に残っていると考えられ
ます。



2022タケノコ
放射性セシウム

測定結果
マップ

https://www.google.com/m
aps/d/edit?mid=1oxqhrGcd
VrNmggJgH28IrPs_BG7w5
3k&usp=sharing
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図T-3 MDSタケノコ(n=895)放射性セシウム
の経年推移

＊MDS：みんなのデータサイト
＊グラフはMDSデータベースより抽出したデータを基に作成
＊赤線は食品基準値100 Bq/kgを示す



2022山菜の
放射性セシウム

測定結果
マップ

https://www.google.com/
maps/d/edit?mid=1Hqly
3k6f1tg-
vtXeE3LH551StyWd5EA
&usp=sharing



品名 産地 放射性セシウム
（Bq/kg)

出荷制限
の有無 採取法

コシアブラ 栃木県大田原市 740 有 通販

コシアブラ 栃木県那須郡那須町 724 有 縁故

タラノメ 栃木県大田原市 350 有 通販

コシアブラ 山形県山形市 350 無 通販

コシアブラ 栃木県那須郡那須町 251 有 縁故

コゴミ 群馬県利根郡川場村 140 無 店舗

コシアブラ 栃木県那須郡那須町 122 有 縁故

食品基準値を超過した山菜の放射性セシウム濃度と産地・出荷制限・採取法 （2022年度）

コシアブラは測定件数34件で、そのうち28件の82％は検出下限値以上の濃度を示し、最大値は740 Bq/kgで、中央値17.5 
Bq/kg、基準値超過は5件（栃木県産4件、山形県産1件）の15％でした。

他に、タラノメが測定件数12件で、そのうち6件の50％は検出下限値以上の濃度を示し、最大値は350 Bq/kgで、中央値は
検出下限値未満、基準値超過は1件（栃木県産）の8.3％でした。

また、コゴミが測定件数13件で、そのうち4件の31％は検出下限値以上の濃度を示し、最大値は140 Bq/kgで、中央値は検
出下限値未満、基準値超過は1件（群馬県産）の7.7％でした。
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MDS山菜(n＝895)放射性セシウムの経年推移
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コシアブラ(n=204)放射性セシウムの経年推移

＊上段山菜データからコシアブラのみ抽出したものを下段に示した。食品基準値超過へのコシアブラの寄与が明らかです。



厚生労働大臣 後藤茂之殿
自民党復興加速化本部 プロジェクトチーム 座長 根本匠 殿

2021年11月9日

食品等の出荷制限」における
放射性物質100ベクレル/kg緩和案の撤回を求める署名

個人署名合計 35,456筆
署名用紙による個人署名 27,961筆
Change.orgによるオンライン署名 7,448筆

団体署名 47団体署名団体

院内集会で厚労省
に対してネットオー
クションやフリマサ
イトに対する監視と
規制の強化を要請

自民党復興加速化本部「プロジェクトチーム」
による提言：「山菜や野生のキノコ、ジビエ」
等について摂取量や市場流通量が少ないことを
理由に、CODEXやEUにおける「消費量の少な
い食品（マイナーフード）」の概念を引き合い
に、規制基準値を10～100倍（1,000～10,000
ベクレル/kgに相当）緩和することを検討。
（2021年3月9日）


